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KAC Performing Arts Program 2015/ Traditional Performance

継ぐこと・伝えること55〜和太鼓〜
日時：12月13日（日）開場14:30	開演15:00　
会場：フリースペース　出演：植木陽史　ゲスト：ファンキー末吉

継ぐこと・伝えること56〜箏曲〜
日時：2016年1月30日（土）開場14:30	開演15:00　
会場：講堂　出演：横山佳世子ほか　司会：小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金（両公演共）：前売1,800円／当日2,000円／高校生以下500円（前売・当日共）
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KAC Performing Arts Program2015 /
Traditional Performance

継ぐこと・伝えること55・56

京都芸術センターでは、開設当初より伝統芸能を体験し、楽しむ多彩なプログラム
を実施しています。なかでも「継ぐこと・伝えること」は解説や体験を交え、敷居が

高いと思われがちな伝統芸能をわかりやすく届けることを目指し、新たな伝統芸能の姿
を模索してきました。昨年は「演芸」に着目し、「河内音頭」、「ガンダム講談」、「手妻×奇
術」を取り上げ、伝統を継承する傍ら、積極的に現代性を取り入れてきた芸能に焦点を
あてました。2015年度は「集」をキーワードに、伝統芸能のイメージを快く裏切る「迫力芸
能」を紹介します。
その第一弾として11月には人と人が集う中で育まれ、実演、継承されてきた伝統芸能

「石見神楽」に注目、石見神楽保存会久城社中を招いて、神事でありながらも明快なス
トーリー展開と心躍る囃子で観る人の心を引きつける魅力を堪能しました。12月には「和
太鼓」、1月には「箏曲」を取り上げ、枠にとらわれることなく、豊かな音楽性で伝統と現
在を自在に切り結ぶ音の世界に迫ります。
12月の「和太鼓」では和太鼓奏者植木陽史を迎え、「耳で聴く」よりも、「体感する」とい

う表現がふさわしい、音の響きをお届けします。またゲストに「爆風スランプ」のドラマー
としても知られるファンキー末吉を招き、ドラムとの出会いで新たに広がる和太鼓の可
能性を探ります。また1月の「箏曲」では古典から現代まで幅広いレパートリーを持つ箏
曲家横山佳世子、箏奏の共演に伊藤美奈子、片山純子、原妙、森井香代子、渡部志津
子を招き、技の集結が奏でる力強くもしなやかな「箏曲」をお届けします。
「石見神楽」、「和太鼓」、「箏曲」とも五感のどれか一つではなく、その全て、身体全部
の器官で感応出来る醍醐味があります。いずれも伝統芸能のイメージを覆す「迫力芸
能」ばかり。伝統を受け継ぎつつも、心地よく型を越えていく、伝統芸能の「現

い

在
ま

」をどう
かお楽しみに！

和太鼓、箏曲とも身体全体に響く圧倒的な音の迫力が魅力です。座奏に留まらず、より自由なアクションで演奏される
二十五弦の箏等、「迫力芸能」が目白押し。12月、1月の「継ぐこと・伝えること」、是非足をお運びください。

芝田江梨（アート・コーディネーター）

植木陽史 （うえき ようじ）
香川県観音寺市生まれ。3年間、和太鼓集団「鬼太鼓座」の一員として修行。在籍中は、述べ１年間6,000kmに及ぶ中国
大陸マラソンツアーを達成。2001年3月、自分自身が目指す舞台を創るために退座。同年4月より、日本民謡京極流の門
を叩き、津軽三味線・日本民謡の勉強を始める。	翌年の2002年1月に和楽器演奏集団「独楽」を結成。現在は独楽の活
動以外にも和楽器だけにこだわらず様 な々ジャンルのアーティストたちとの共演も数多く行っている。

ファンキー末吉 （ふぁんきーすえよし）
1978年四国香川県より上京。ファンクバンド「爆風銃(BOP	GUN)」を結成。1981年ヤマハ主催のコン
テスト	EAST	WEST	にてグランプリを獲得し、同コンテスト準優勝の「スーパースランプ」と「爆風
スランプ」を結成。1985年ソニーレコードより「爆風スランプ」としてデビューする。平行してJAZZ活
動を開始。以後中国、香港等アジア諸国でもプロデューサー、ミュージシャンとして活躍する。近年
では、映画音楽家として活動の場を広げ、2010年の筋肉少女帯×プロペラ犬のエンゲキロック「ア
ウェーインザライフ」では音楽監督を担当すると共に、自らも舞台上で演奏、演技をこなした。

横山佳世子 （よこやま かよこ）
10歳より故沢井忠夫氏に師事。東京藝術大学大学院音楽研究科修了。2007年「平成20年度京都市芸術文化特別奨励
者」の認定を受ける。「平成20年度文化庁芸術祭賞新人賞」受賞。2011年「平成24年度文化庁芸術祭賞優秀賞」受賞。
「平成24年度京都市芸術新人賞」受賞。現在、鳴門教育大学講師。

小林昌廣 （こばやし まさひろ）
東京生まれ。大阪大学大学院医学研究科博士課程単位取得。情報科学芸術大学院大学教授。医療・哲学・芸術の3点か
ら見た身体論を構築。専門は医療人類学、身体表現研究、表象文化論、古典芸能批評。歌舞伎は3歳の頃から見続けて
いる。古今亭志ん朝と同じ町内会であったのが自慢。主著に『病い論の現在形』『臨床する芸術学』など多数。

PROFILE

植木陽史

横山佳世子
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

アン・リスレゴー展 『Shadow Ya Ya』
会期：	10月27日（火）－12月25日（金）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	談話室 ほか

伝統

KAC Performing Arts Program 2015 / 
Traditional Performance
継ぐこと・伝えること55「和太鼓」
和太鼓奏者植木陽史による実演とトークを通して
「和太鼓」の魅力に迫ります。ゲストには爆風スラ
ンプのドラマーとしても知られる音楽家ファンキー
末吉を招き、異なる観点から「和太鼓」の型にはま
らない豊かな音楽性をお届けします。
日時：	12月13日（日）14:30開場 15:00開演
会場：	フリースペース
出演：	植木陽史
ゲスト：ファンキー末吉
料金：	前売1,800円／当日2,000円
	 高校生以下500円
※Topic01（P1）もご覧ください。

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第30回「絃を知る」
邦楽器をはじめ世界中の弦楽器の弦（絃）を製造し
ている鳥羽屋の工場を見学しながらお話をうかが
い、絃づくりの奥深さに迫ります。
日時：	12月11日（金）14:00－15:30
会場：	株式会社 鳥羽屋（上京区）
集合：	京都御苑 下立売御門前に13:45（時間厳守）
講師：	小篠敏之（株式会社鳥羽屋 代表取締役、邦楽器

糸製作 選定保存技術保持者）

料金：	無料
定員：	20名（先着順／要事前申込）
※11月23日（月・祝）18:00から電話にて受付開始

明倫茶会

｢紙風船｣
掛け軸のかわりに、岸田國士の名作「紙風船」を
土台にした短い二人芝居をお楽しみいただく演劇
茶会。
日時：	12月5日（土）11:00／13:00
会場：	講堂
席主：	あごうさとし（劇作家・演出家・アトリエ劇研ディレ

クター）

内容：	抹茶とお菓子
※ウェブサイトにて追加申込受付中。定員に達ししだい
締切

音楽

明倫レコード倶楽部 [其ノ58]
「つつみこむうた」
日時：	12月26日（土）16:00－18:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ
曲目：	エルヴィス・プレスリー「ラブ・ミー・テン

ダー」ほか
料金：	500円（1ドリンク付）
定員：	100名（先着順／要事前申込）

ダンス

工藤聡ワークショップ「モーション・クオリア」
スウェーデンを拠点に国際的に活躍するダンサー、
振付家工藤聡による連続ワークショップ。工藤考
案のセオリー「モーション・クオリア」を学びます。
最終日にはゲストを迎えてのショーイング及びトー
クも開催します。

[ワークショップ]
日時：12月21日（月）－23日（水・祝）

21日 17:00－21:30
22日 17:00－21:30
23日 10:00－13:00

会場：講堂
講師：工藤聡
料金：各日1,000円／3日間通し2,500円
定員：10名程度（事前選考有）
対象：舞台経験3年以上
申込方法：履歴書を京都芸術センターまで郵送ま

たはご持参ください。
提出締切：12月5日（土）〔必着〕
※持参の場合は20時まで

[ショーイング＆トーク]
日時：	12月23日（水・祝）開場17:45 開演18:00
会場：	講堂
出演：	工藤聡、斎藤誠、関典子、柳下久美子、ヤ

ザキタケシ、ワークショップ参加者他（五十
音順）

料金：	前売500円/当日800円
※Topic03（P4）もご覧ください

K YOTO EXPERIMENT

KYOTO EXPERIMENT 2016 SPRING
プレイベント
足立智美 音楽づくりワークショップ
国際的に活躍する音楽家、足立智美によるワー
クショップ。五線譜や決まった音符をつかわない
で、かたちで音をあらわす図形楽譜をつくって、
自分の声を使って演奏をしてみます。楽器ができ
なくてもだいじょうぶ。自由な発想で音楽をおも
しろがろう！
日時：	12月13日（日）14:00－16:00
	 20日（日）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	500円
対象：	小学4年生－6年生
定員：	各回20名
申し込み・問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（平日11:00－19:00）
　E-mail：info@kyoto-ex.jp
※別日程・別会場での開催もあり。詳細や申込フォームに
ついてはフェスティバルの公式ウェブサイトをご覧くだ
さい　WEB: www.kyoto-ex.jp

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティス
トによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

男肉 du Soleil『もえぎのお絵描き講座』
簡単なイラストを描いてみましょう。動物や人物を可
愛くデフォルメして、イラストにしてみます。
日時：	12月1日（火）18:30－20:00
会場：	ミーティングルーム2
定員：	5名
対象：	イラストに興味のある方
持物：	鉛筆（シャーペンでも可）・ノート

KIKIKIKIKIKI連続ワークショップ

1．『Titan公開リハーサル』
2016年1月29日－2月2日に行われる、マーラーの
交響曲第1番・全楽章を使用した新作ダンス公演
「タイタン」のリハーサル風景を公開します。
日時：	12月1日（火）19:00－21:00
会場：	講堂
定員：	50名
※途中入退場可

2．『トークセッション・作曲家マーラーについて』
「関西グスタフ・マーラー交響楽団」音楽監督・指揮
者の田中宗利とマーラー交響曲を使用しダンス作
品に初挑戦する振付家・きたまりによる、作曲家マー
ラーの魅力について語るトークセッションを開催。
日時：	12月2日（水）19:30－21:00　
会場：	講堂
定員：	50名

ベビー・ピー 「山ぐるみ人形劇」をやってみよう！
ベビー・ピーが今年「Ｐ新人賞」という賞を受賞し
た、通称「山ぐるみ」というぬいぐるみを使ったワー
クショップです。アナログな人形劇を実践してみる
ことで、人間が演じるのとは違った劇の姿、劇と関
わる方法を体感してみませんか？
日時：	12月5日（土）13:00－16:00
会場：	制作室４
定員：	10名
※動きやすい服装でお越し下さい

青木万樹子『絵画制作 オープンアトリエ』
作品や過程のドローイングなどを自由に見学し、
作者と話をします。
日時：	12月18日（金）－20日（日）10:00－18:00
会場：	制作室8
※予約不要・入退場自由

このしたやみ『ロシア文学を演じてみる2』
2年間のロシア留学を終えて帰国した演出家、山
口浩章が、ロシア文学を題材に、声を出して読ん
でみたり、小さなシーンを演じてみたりします。
日時：	12月22日（火）19:00－21:30
会場：	ミーティングルーム2
定員：	20名
対象：	演劇・文学に興味のある方

渡邉野子 『私だけの美しい世界を描く〜2015冬』
水で溶ける油絵の具を使い、小さなキャンバスにあ
なただけの美しい世界を表現してみましょう。クリス
マスプレゼントにもピッタリです。
日時：	12月23日（水・祝）13:00－15:00
会場：	制作室2
定員：	14名
料金：	300円（材料費）
※完成した作品はお持ち帰りいただけます。汚れてもよ
い服装で起こしください

発表支援事業（共催事業）

Utsuwa et utsushi うつわ と うつし
パリ日本文化会館（パリ市）で開催された展覧会の里帰
り展。「時のうつわ魂のうつし、輪廻転生モデルによる
文化伝播あるいはモノに宿る魂：モノのかたちの霊
的伝播をめぐる新たなパラダイムにむけて」がテーマ。
会期：	12月3日（木）−20日（日）10:00−20:00
※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー南
出品作家：大西宏志、大舩真言、岡本光博、近藤髙弘
主催・問い合わせ：モノ学・完成価値研究会 アー

ト分科会
　E-mail：monogakuart@gmail.com

劇団しようよ『ドナドナによろしく』
かの有名な歌曲「ドナドナ」をモチーフにした本作
は、いなくなった人の気持ちをさがし、追いかけ、
つくり出す…そんな人々の物語です。
日時：12月4日（金）19:00
	 5日（土）14:00／19:00
	 6日（日）11:00／15:00
	 7日（月）15:00

※受付開始は開演40分前、開場は開演30分前
会場：	フリースペース
料金：	一般2,500円／U-30（30歳以下）2,000円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：劇団しようよ（制作：田嶋）
　TEL：090-7127-0353
　WEB：www.gkd-444.com/

キュレータートーク 港千尋
あいちトリエンナーレ2016芸術監督に就任された
港千尋氏をお招きします。今回は、自身に影響を
与えた芸術家として、クリス・マルケルを取り上げ
お話いただきます。
日時：	12月9日（水）19:30－21:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
主催・問合せ：東山 アーティスツ・プレイスメント・

サービス（HAPS）
　TEL：075-525-7525
　E-mail：info@haps-kyoto.com

岡崎藝術座 『イスラ！ イスラ！ イスラ！』
多様な文化、言語が持ち込まれる架空の島（Isla）をモ
チーフに「人 の々移動と他者の集まる社会」を描く。
日時：12月17日（木）19:30
	 18日（金）19:30
	 19日（土）15:30
	 20日（日）14:00

※受付開始は開演の40分前、開場は30分前
会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
	 ペアチケット4,500円（前売のみ）
主催：岡崎藝術座、プリコグ
問合せ：プリコグ
　TEL：03-6825-1223
　E-mail：info@precog-jp.net

香りのアート 京都×Paris
『黒髪とマドレーヌ』
日仏の作家による香りのアートの展覧会とワーク
ショップ＆レクチャー。
日時：	12月19日（土）－27日（日）12:00－20:00
	 	 ※入場無料・会期中無休

※Boris Rauxの展示は12月21日（月）から始まり
ます

会場：和室「明倫」
出展作家：Boris Raux、Maki Ueda

［関連企画］
岩﨑陽子レクチャーとMaki Uedaワークショップ
日時：12月19日（土）18:00－
会場：和室「明倫」
※参加無料

Maki Uedaワークショップ 2nd
日時：	12月20日（日）14:00－
会場：和室「明倫」
※参加無料
主催・問合せ：岩﨑陽子
　TEL：075-864-7858

Israel culture weekend in Kyoto 2015
イスラエルより招聘したコンテンポラリー・ダン
サーやクレズマー音楽バンドによる公演のほか、
ダンス・ワークショップ、映画上映、トーク、イスラ
エル博物館のカタログ展示等を行います。
日時：	12月25日（金）－27日（日）
会場：	講堂、大広間、ミーティングルーム2

[音楽コンサート]
日時：	12月26日（土）18:30開場 19:00開演
	 27日（日）15:30 開場 16:00開演
出演：	Eve’s woman、ファンファーレ・ロマンギャ

ルド
※有料

[ダンス公演]
日時：	12月27日（日）13:30開場 14:00開演
出演：	曽根知、アビダン・ベン・ギアット、イド・バタ

シュ
※有料

※その他プログラムの詳細はウェブサイトでご確認くだ
さい
主催：イスラエル大使館
問合せ：
　E-mail：israel.kyoto.2015@gmail.com（上村）
　WEB：http://embassies.gov.il/tokyo/Pages/default.aspx

制作支援事業

The ROB CARLTON 10F
『CREATIVE DIRECTOR』
日時：	11月26日（木）19:30
	 27日（金）19:30
	 28日（土）13:00／17:00
	 29日（日）13:00
会場：	HEP HALL（大阪市北区）
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生2,000円（前売・当日共）
問合せ：The ROB CARLTON
　E-mail：info@rob-carlton.jp

「藝文京展2016」
平面作品（版画・絵画・写真）募集
公益財団法人京都市芸術文化協会による公
募展。今回は版画・絵画・写真分野の平面作
品を募集します。
募集分野：平面作品（版画・絵画・写真）
テーマ：現代の平面～ひかりとかたち～
賞：藝文京展大賞（副賞30万円）ほか
登録期間：10月1日（木）－12月10日（木）

10:00－20:00〔必着〕
登録料：5,000円
入選作品展：2016年1月6日（水）－27日（水）
展覧会場：ギャラリー北・南、フリースペース

主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文
化協会

後援：	京都商工会議所、一般社団法人京都経
済同友会、京都新聞、NHK京都放送局

問合せ：京都芸術センター内「藝文京展」係
　TEL：075-213-1003
　E-mail：kouboten@geibunkyo.jp
※詳細はウェブサイトをご覧ください（www.
geibunkyo.jp/）

募集要項および応募用紙は、同センターにて
配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、
必要書類とともに京都芸術センターまで送付
または持参（持参の場合は締切日の20時まで）。

劇団ZTONエンタメストライク005
『覇道ナクシテ泰平ヲミル』
2014年に好評を博した劇団ZTON版本格三國志。
新章に突入。
日時：	12月10日（木）19:30【偽蝕劉曹編】
	 11日（金）19:30【真王孫権編】
	 12日（土）15:00【偽蝕劉曹編】

19:00【真王孫権編】
	 13日（日）12:00【偽蝕劉曹編】

16:00【真王孫権編】 
会場：HEP HALL（大阪市北区）
料金：	一般前売3,500円／当日4,000円
	 学生前売2,500円／当日3,000円
	 セット券6,500円（一般のみ）
問合せ：劇団ZTON
　TEL：080-4019-0481
　E-mail：info@office-zton.com
　WEB：http://office-zton.com

ヨーロッパ企画 イエティ#11
『杉沢村のアポカリプティックサウンド』
日時：	12月10日（木）19:00
	 11日（金）19:00
	 12日（土）13:00／18:00
	 13日（日）12:00／18:00
会場：	元・立誠小学校 音楽室（中京区）
料金：	前売2,500円／当日3,000円
問合せ：サウンドクリエーター　
　TEL：06-6357-4400(平日12:00－19:00）　

あごうさとし新作公演
『純粋言語をめぐる物語-バベルの塔Ⅱ-』
日時：	12月18日（金）14:00／19:30

19日（土）14:00／18:00
20日（日）11:00／15:00
21日（月）14:00／19:30

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般前売2,300円／当日2,500円
	 学生前売2,000円／当日2,300円
問合せ：アトリエ劇研
　TEL：090－6232－3558
　E-mail：agopassage@gmail.com

京都フィロムジカ管弦楽団
第38回定期演奏会
日時：	12月27日（日）13:00開場 14:00開演
会場：	京都府長岡京記念文化会館（長岡京市）
料金：	一般前売800円／当日900円
問合せ：京都フィロムジカ管弦楽団
　TEL：070-6506-4032
　E-mail：ticket@kyotophilo.com

第240回 市民狂言会
日時：	12月4日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）
演目：	舎弟、業平餅、月見座頭、
	 金藤左衛門
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都

店、高島屋京都店、チケットぴあ（P
コード：445-945）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セ
ンターにて取扱

素謡の会「宙にただよう恋」
第4回《雲林院》
日時：	2016年2月4日（木）
	 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）
会場：	大広間（待合：講堂）
出演：	浦田保浩、浦田保親、橋本光史、林

宗一郎、田茂井廣道
料金：	前売1,500円／当日1,800円

［関連企画］
「謡曲ひとめぐり」第2回《小塩》
日時：	2016年3月5日（土）13:00受付開始
会場：	大原野神社 参集殿
出演：	河村晴道、田茂井廣道、島田洋海ほか
料金：	3,000円

Kyo×Kyo Today vol.6
日時：	2月17日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）
チケット取扱：京都芸術センター、チケット
ぴあ（Pコード：280-254）

KAC Performing Arts Program 2015 
/ Traditional Performance
継ぐこと・伝えること56「箏曲」
日時：	1月30日（土）14:30開場 15:00開演
会場：	講堂
出演：	横山佳世子 ほか
司会：小林昌廣（情報科学大学院大学教授）
料金：	前売1,800円／当日2,000円
	 高校生以下500円

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブ
ン、サークルＫサンクス）の専用端末などからご利
用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業
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アン・リスレゴー展『Shadow	Ya	Ya』（10/27－12/25）

工藤聡ワークショップ「モーション・クオリア」
ワークショップ

工藤聡ワークショップ「モーション・クオリア」
ショーイング＆トーク

KYOTO	EXPERIMENT	2016	SPRING	プレイベント
足立智美	音楽づくりワークショップ［明倫WS］男肉	du	Soleil『もえぎのお絵描き講座』

［明倫WS］KIKIKIKIKIKI連続ワークショップ
1．『Titan公開リハーサル』

［明倫WS］KIKIKIKIKIKI連続ワークショップ
2．『トークセッション・作曲家マーラーについて』

［共催］キュレータートーク	港千尋

KYOTO	EXPERIMENT	2016	SPRING	プレイベント
足立智美	音楽づくりワークショップ

五感で感じる和の文化事業	月イチ☆古典芸能シリーズ
第30回「絃を知る」

KAC	Performing	Arts	Program	2015	/	Traditional	Performance
継ぐこと・伝えること55「和太鼓」

明倫レコード倶楽部	[其ノ58]
「つつみこむうた」

明倫茶会｢紙風船｣

［明倫WS］青木万樹子『絵画制作	オープンアトリエ』

［明倫WS］このしたやみ『ロシア文学を演じてみる2』

［明倫WS］渡邉野子	『私だけの美しい世界を描く～2015冬』

［共催］劇団しようよ『ドナドナによろしく』

［共催］岡崎藝術座	『イスラ！	イスラ！	イスラ！』

［共催］Israel	culture	weekend	in	Kyoto	2015

休館日（2016年1月4日まで）

［共催］Israel	culture	weekend	in	Kyoto	2015
音楽コンサート

［共催］Israel	culture	weekend	in	Kyoto	2015
ダンス公演

［共催］香りのアート	京都×Paris	『黒髪とマドレーヌ』

［共催］香りのアート	京都×Paris	『黒髪とマドレーヌ』
［関連企画］岩﨑陽子レクチャーとMaki	Uedaワークショップ

［共催］香りのアート	京都×Paris	『黒髪とマドレーヌ』
［関連企画］Maki	Uedaワークショップ	2nd

［共催］Utsuwa	et	utsushi		うつわ	と	うつし	

tue wed thu fri sat sun mon wedtue fri
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726 29

sat sun sunmon monwed thu friwedsatthu fritue tuethu
313028

sun tue wed thumonsat

本作はてがみ座の長田育恵による書き下ろし。坪内逍
遥を材にとり、彼の書生時代から晩年のシェイクスピア
全巻完訳までを綴った一代記だ。西洋文学に耽溺するこ
とになる書生時代から始まり、『当世書生気質』の発表、
新舞踊劇の創作、新劇運動を牽引した文芸協会の設立
などが描かれる。どの出来事にも共通するのは、最終的
には頓挫し、「極楽とんぼ」のように次の事業に取り組む
逍遥の滑稽な姿だ。逍遥を演じる今仲ひろしは飄 と々し
ながらも新しい芸術創造に苦悩する逍遥を演じきった。
歴史上の人物を再現するおかしみもこの劇では示される。

二葉亭四迷や平塚らいてう、松井須磨子や島村抱月といっ
た実在の人物が登場。特に、須磨子がオフィーリアを演じた
文芸協会による『ハムレット』再現シーンは、大仰な身振りが
おかしかった。活字や写真記録には残らない当時の生 し々さ
を体験できることは評伝劇の楽しみの一つでもある。
逍遥はなぜ苦悩したのか。この作品では江戸情緒に
みられる古い価値観と明治以降の新しい価値観との葛
藤に苦しむ逍遥に焦点が当てられる。彼のエピソードに
一貫するのは、いつも時代を先取りしすぎていることだ。
どの試みも面白いのに、結果的には彼の影響を受けた
後代の人物が称えられ、逍遥自身は理論先行型の学者
肌、劇中でも養子の坪内士行に「理想が古い」と批判さ
れる。長田はそのような逍遥の愚直な姿勢を、評伝劇の
スタイルで肯定する。

烏丸御池から一本西に入った両替町通を北に歩い
ていくと、オフィス街にふと明かりが浮かび上がってく
る。ガラス張りの向こうには、楽器や機材が地べたに
そのまま並べられているのが見える。京都発のウェブ
マガジン「リフサインマガジン」が運営するDivisionは、
コワーキングスペース、ギャラリー、ライブなどとフレキ
シブルに使われているスペースだ。そんな自由度の高
い場で行われた嶺川貴子	&	ダスティン・ウォングのラ
イブは、実験的なのに圧倒的にポップな、自由度の高
いものだった。
渋谷系に象徴される、90年代の東京ポップ・ミュー

ジック隆盛期より活動する嶺川貴子と、00年代に活況
を呈したNYアヴァン・シーンにおいて、そのカオティッ
クなサウンドで注目を集めたバンド、ポニーテイルのギ
タリストだったダスティン・ウォング。2011年に出会い、
始まったこの二人によるデュオが、3週間に及ぶ中国ツ
アーを経て京都にやってきた。ダスティンはギターとド
ラムマシンと声、嶺川はキーボードと声といったシンプ
ルな構成で、ちょうど二人の中間にマイクが一本置いて
あり、マイクスタンドのアーム部分を回転させる形で（振
り子を水平にしたような動きで）お互いを行き来させる。
自分の番が終わるとマイクを押して、相手に届ける、と
いう繰り返し。何気ない仕掛けだが、この日、満ちてい
た親密な空気感はこういったやりとりからもきているの
だろう。

三重県伊賀市島ヶ原にある観菩提寺。2015年の今年
はその本尊である秘仏・十一面観世音菩薩立像の33年
に一度の御開帳の年にあたる。境内の客殿では岩名泰
岳を代表に地元の若者達が結成した「島ヶ原村民芸術・
蜜の木」による展覧会「kiseki」が御開帳にあわせて開催

兵庫県立ピッコロ劇団 『当世極楽気質』
9月30日（水）－10月4日（日）

ピッコロシアター（兵庫県尼崎市）

嶺川貴子 & Dustin Wong in Kyoto
10月19日（月）

Division（中京区）

秘仏十一面観音像御開帳関連企画「kiseki -キセキ-」
11月1日(日)－11月8日(日)

観菩提寺正月堂 客殿（三重県伊賀市）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　12 / 1 ▲ 12 / 31

図書室休室日：12月27日（日）

滑稽な夢想家の評伝劇

音楽も心境も状況も
多層的に重なり合う

記録を〈再生〉する。

演劇

音楽

美術

須川渡

中谷琢弥

林田新

しかし、逍遥の知られざる一面を描いたという意味では
評価できるが、もう少しドラマに起伏が欲しかった。例え
ば、孫高宏が演じる「狐馬琴」の存在だ。全編にわたって
語り手を務める狐馬琴は、時に逍遥の敬愛する滝沢馬琴
の化身となって、彼の意識に語りかけ、古い価値観を安易
に捨てることを戒める。逍遥の通った貸本屋「大惣」に棲
みつく守狐らが登場人物を演じるという設定からも、この
劇全体が彼の妄執した貸本屋の狐たちによる幻想の世界
と捉えることもできる。彼が再び訪れた貸本屋で再起する
ことをクライマックスにするならば、狐馬琴や守狐の存在
はもっと前面に押し出してもよかったのではないか。
また、この劇が一般的な評伝劇にとどまらないのは、
演劇人を描いた劇であることだ。これまで培われてき
た経験を土台にして何を創造し継承するかという課題
は、ピッコロ劇団の姿勢とも通い合う。その意味では、
『シェークスピヤ全集』の完訳と早稲田大学演劇博物館
設立という逍遥の功績は必ずしも舞台上の彼らの姿勢と
は一致していないように思えた。
記録とパフォーマンスは絶えず拮抗関係にある。「記

録より記憶に残る」ではないが、尼崎の劇場で生み出さ
れる俳優のパフォーマンスも、ともすれば零れ落ちてしま
う束の間のものだ。半永久的に逍遥の偉業が残る一方、
その記録を演じる俳優たちの思いも聞いてみたい気に
させられた。 （10月３日観劇）

“エフェクターの魔術師”とも称されるダスティンは、
足元に並べられたさまざまなエフェクターを駆使しなが
らミニマルでドリーミーな音世界を作り出し、そこに嶺
川の表情豊かな声が羽ばたくように重なっていく。それ
はいくつかの出来事が重なることで物語世界が立ち上
がっていく小説にも近い。と思っていると、それは突如
として終わりを迎える。曲を変に引っ張ることなく、なん
ならピークのタイミングで崩してしまう。鮮やかに、確信
を持って。その余韻が強烈だからこそ、それぞれの人の
なかにその物語は染み込んでいくのだ。
極彩色のギターの音色に二人の声がループされなが

ら重なり、交わる瞬間はセクシャルですらあって、生々
しさと夢見心地を行き来できる。道路に面したガラス張
りの前で演奏していることもあって、外を走る車のヘッ
ドライトに照らされ、会場の壁に二人の影が映し出され
たりする瞬間があったり、ふと彼らの後方に目を向ける
と、道行く人々がこちらを何事かと見ながら歩いている
さまを発見できたり。日常と物語の狭間、そのコントラ
ストもおもしろく、それらもレイヤーのひとつとなって、
多層的な体験はさらに極まる。ライブ終盤、ツアーの疲
れからか、ダスティンが演奏を連続で間違えてしまう場
面もあったが、そしてそれを本人はとても悔やんでいた
が、そういった他者の人間らしさや不完全さを目の当た
りにすることで、自分を確認できる、という結果が待ち
構えていた。

されていた。本展には、「蜜の木」のメンバーをはじめ、
鈴木崇や高橋耕平など、作家による作品とともに、地域
に遺る歴史資料が展示されていた。
本展に出展されていたのは島ヶ原や観菩提寺に関連

して制作された作品である。例えば鈴木崇は、近畿一円
の十一面観音を訪ね歩くなかで採取した11個の自然の
造形物を、日暈を撮影した写真とともに展示していた。
観菩提寺本堂の裏山には、西国三十三所の寺院に由来
する土が随所に埋められ、その上には計三十三体の石
仏が建立されている。石仏を巡り歩くことで此処には不
在の各地の観音と縁を結ぶことを可能にするこの裏山の
ように、鈴木は本作によって信仰の有り様を、見ることの
叶わない秘仏の礼拝的価値を展示してみせる。高橋耕
平の作品は観菩提寺の御詠歌「松風」を継承する村人た
ちを取材した映像作品である。本作は、御詠歌について
村の女性たちが語るインタビュー映像と、今回の御開帳
にあわせて行われた御詠歌の継承稽古の様子を撮影し
た映像で構成されている。作中、御詠歌を唄うことので
きる村人が減っていることが語られるなか、かつての御

開帳の様子が語り起こされていく。66年前の御開帳の際
には山火事が発生して村は騒然としたものの、境内では
若者たちによって芝居が上演されるなど文化的な催しも
なされていたという。加えて高橋の作品で印象に残るの
が継承稽古を行う村人たちの振る舞いである。唱歌譜を
手がかりに御詠歌を口ずさみながら、ぎこちなくも慎重
に持鈴を動かす村人たちの所作は、楽譜に記録された
先人たちの行為を自らの身体にうつしとり、馴染ませよう
としているかのようである。
本展にはこうした作品だけでなく「蜜の木」が掘り起こ

した島ヶ原の歴史資料も展示されている。青年団刊行の
雑誌や毎年開催される修正会の記録映像とともに、66年
前に行われた芝居の写真も展示されていた。かくして、
客殿内を巡り歩くことで島ヶ原の信仰の有り様や歴史が
豊かに立ち現われてくる。しかし、本展に歴史資料が展
示されていることの意義はそれのみではない。これらの
記録が教えてくれるのは、観菩提寺が信仰の場であると
同時に、人々が寄り合い文化的活動を営む場でもあった
ということである。本展もまた観菩提寺で行われる文化

的活動なのであり、こうした歴史資料の展示によって、本
展は先人たちの営みと縁を結んでいる。いわば、村人た
ちが楽譜に記述された先人たちの所作を自らの身体に
よって再び生かそうとしていたように、「蜜の木」もまた、
村に遺された記録に刻み込まれた先人たちの軌跡と縁
を結び、芸術実践によってそれを再生しているのである。

すがわ	わたる／大阪大学助教●演劇を研究する者として、早稲田の演
劇博物館（通称エンパク）から受けた恩恵は計り知れません。逍遥の住ん
だ熱海の双柿舎は現在も残っています。温泉旅行と合わせて、一度行っ
てみてはいかがでしょうか。

なかたに	たくや／ライター●音楽イベントの企画制作もしています。
次はOOIOOのライブを、11/26（木）@京都METRO、11/27（金）@大
阪CONPASS（w/	OGRE	YOU	ASSHOLE）にて。詳しくはhttp://www.
cyoweb.comまで。

はやしだ	あらた／大学非常勤講師●筆者が本展を訪れた際、高橋の作品
を見た巡礼者たちが展示された楽譜を見て御詠歌を詠うという奇跡のよう
な場面に遭遇しました。

ピッコロ劇団第53回公演『当世極楽気質』舞台より(提供：ピッコロシアター）　
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撮影 : 徳山七海

慣れたバランス感覚をずらすことで生まれる違和感、身体の反射運動を
繊細に辿る「モーション・クオリア」。振付に身体を合せるのではなく、身
体の声に耳を傾けることで自分の中に思いがけない表現がみつけるか
も。豪華な出演者を迎えてのショーイング、トークも楽しみです！

芝田江梨（アート・コーディネーター）

TO P I C  03

TO P I C  02

KAC Performing Arts Program 2015 / Music #2

進行中プロジェクト！

KAC Performing Arts Program 2015/ Contemporary Dance

U-zhaan × 蓮沼執太

工藤聡ワークショップ 「モーション・クオリア」

2012年度より開催しているKAC	Performing	Arts	Programでは、舞台芸術の創作・発表へのさま
ざまな取り組みを通し、その可能性に挑戦していま
す。なかでもコンテンポラリーダンスに焦点をあてた
「KAC	Performing	Arts	Program	/	Contemporary	
Dance」では、11月開催の「大野慶人舞踏ワーク
ショップ」に続き、スウェーデンを拠点に国際的に活
躍するダンサー、振付家工藤聡を招いて特別連続
ワークショップ「モーション・クオリア」を行います。
「モーション・クオリア」とは誰もが持つバランス
感覚に改めて目を向けるセオリーです。まっすぐ歩
く、立ち止まる。普段何気なく行っているこれらの
動きにも、無意識の内にバランス感覚は働いてい
ます。このバランス感覚を意識して少しずらしてみ
たら？不安定になった身体はよろけ、身体を守るた
め足や手が思わず出てしまうのではないでしょうか。
「モーション・クオリア」では重力を意識して身体を
動かす中で、あえてバランスを崩し、そこからうま

れる動きに着目します。
3日間のワークショップでは、振付の習得を目指す

のではなく、ダンスになる前の、小さな反射運動を積
み重ねることで、身体表現の新たな可能性を探りま
す。振付をなぞるのではなく、自らの身体を起点に生
まれるダンスを体験してみませんか。最終日には工
藤、アシスタントの柳下久美子に加え、コラボレーショ
ンアーティストとして斎藤綾子、サイトウマコト、関典
子、ヤザキタケシ等第一線で活躍するダンサー、振
付家を招き、ショーイング、トークも開催します。今まで
経験してきたダンスを違う視点で再発見する機会を
是非お見逃しなく。

自体が謎に包まれたミステリアスな楽器だと思わ
れているので、できるだけ多くの人にこの楽器のこ
とをよく知ってもらいたい」と言います。今回の公
演では、そのようにタブラが特殊な楽器ということ
もあり、実験性とエンターテイメント性を両立する
ことのできる共演相手として蓮沼執太を招き、二
人のコラボレーションを通じてタブラの知られざる
魅力を引き出します。蓮沼は、ラップトップ・ミュー
ジックから大人数のバンド編成にいたるまで幅広
いジャンルの音楽を手掛け、これまでにもU-zhaan
と何度かセッションを試みてきましたが、今回は
U-zhaanのために即興をベースとしながらもコン
ポジションの要素も加えた曲を構想しています。ま
た、美術館での個展や劇場での舞台作品など、ラ
イブハウスにとどまらない場所で作品を発表してき
た蓮沼は、小学校の面影を残す京都芸術センター
では、どのような公演を組み立てるのでしょうか。
インド音楽は、古典でありながら即興で作り上げ

られていく無限の可能性を秘めた音楽です。現在、
2016年早々の公演に向けてプロジェクト進行中！

タブラという楽器は、独特のリズムもさることながら、まるで人間の言
葉の語尾のように柔軟に変化するリリースのニュアンスが特徴的で
す。異なる音階にチューニングをすることでメロディーも奏でられるの
だそうです。 古川真宏（アート・コーディネーター）

今回のKAC	Performing	Arts	Program	2015	/	
Music	では、「叩く」という行為に着目し、これまで
にも様々な分野の音楽家とのコラボレーションを試
みてきたタブラ奏者U-zhaanと、近年はアートの分
野でも活躍している音楽家	蓮沼執太に注目します。
ASA-CHANG＆巡礼のメンバーとしての活動で広

く知られるようになったタブラ奏者U-zhaan。映画「け
ものがれ、俺らの猿と」（2000）の主題歌にも採用され
た「花」という曲で印象的だった、タブラ独特の不思
議な音色やユニークな抑揚が付けられたリズムが耳
に残っている方も多いのではないでしょうか。2014年
にリリースされたソロ名義のアルバム「Tabla	Rock	
Mountain」では、ハナレグミ、坂本龍一、Cornelius
といった豪華ゲストを迎えて、タブラの新境地を開拓
しました。そんなU-zhaanは、毎年インドへ赴いて「世
界一難しい打楽器」と呼ばれるタブラの腕を磨き、イ
ンド古典音楽からポップスまで幅広くこなすマルチ
プレーヤーとして評価されています。
今回の公演に向けて、U-zhaanは「まだタブラ

KAC	Performing	Arts	Program	2015	/	Musicは、今
年度、作曲・演奏・鑑賞といった「音楽行為」、また「吹く」、
「叩く」といった「鑑賞行為」をキーワードに、音楽と身
体性の関係をさまざまな角度から提示します。

工藤聡 （くどう さとし）
名古屋市出身。ストックホルムを拠点に、2002年にCompany	KUDO
を立ち上げ、様々な創作活動、コラボレーションを行っている。2005
年頃よりダンスの物理的検知による研究をはじめ、2014年に「モー
ション・クオリア」を考案。現在はその研究及び、ワークショップの開
催をスウェーデンと日本で行っている。

PROFILE

撮影：徳山七海

U-zhaan （ユザーン）
タブラ奏者。18歳の頃にインドの打楽器・タブラと出会い、修行のため毎
年インドに長期滞在するようになる。オニンド・チャタルジー、ザキール・フ
セインの両氏にタブラを師事。1999年にはシタール奏者のヨシダダイキ
チを中心としたユニット・サイコババに参加。2000年からはASA-CHANG
＆巡礼に加入し、『花』、『影のないヒト』など4枚のアルバムを発表。2005
年にはsalmonとともに「タブラの音だけを使用してクラブミュージックを
作る」というコンセプトのユニット、salmon	cooks	U-zhaanを結成する。
2010年にASA-CHANG＆巡礼を脱退したのち、rei	harakamiとのコラボ
曲「川越ランデヴー」、「ミスターモーニングナイト」等を自身のサイトで配
信リリース。その他yanokami、UA、七尾旅人、大橋トリオ、小室哲哉、レ
キシなど数多くのアーティストの作品にも参加。2014年9月にはソロ名義
での初のアルバム「Tabla	Rock	Mountain」をリリースした。

PROFILE

蓮沼執太 （はすぬま しゅうた）
音楽家。音楽作品のリリース、蓮沼執太フィルを組織して、国内外で
のコンサート公演、映画、舞台芸術、音楽プロデュースなど領域横断
的表現を多数制作する。	また近年では、作曲という手法を様々なメ
ディアに応用し、映像、サウンド、立体、インスタレーションを発表し、
個展形式での展覧会やプロジェクトを活発に行う。主な個展に『音楽
からとんでみる3｜have	a	go	at	fl	ying	from	music	part	3』（ブルーム
バーグ・パヴィリオン｜東京都現代美術館、2011）、『音的｜soundlike』（アサ
ヒ・アートスクエア、東京、2013）。舞台作品	に『TIME』（神奈川芸術劇場、国
立新美術館、2012）、音楽アルバムに4枚組CD『CC	OO｜シーシーウー』
（HEADZ	/	UNKNOWNMIX、2012）、『時が奏でる│Time	plays	-	and	so	
do	we.』（SPACE	SHOWER	MUSIC、2014）。音楽祭『ミュージック・トゥデ
イ』の企画・構成も行っている。現在ニューアルバムを準備中。

U-zhaan

蓮沼執太
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


